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４月新年度に入って２１名の入職者を迎えることができました。 
嬉しい限りです。 
そして４月１７日は当院創立４３年、気の遠くなるような長い年月
で歴史を感じている次第です。 
これまで沢山の方々に支えられながら歩んでまいりました。 
みんなに感謝！ です。 
４月１８日から４４年目に向けて 歩を進めます。 
皆様 どうぞ お力添え下さい。 

 横浜東邦病院 院長 

  
梅田 嘉明 
うめだ  よしはる 
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新入職者からのメッセージ 

計21名の 
新入職員が入職 
されました！ 

この度、東邦大学大森病院から赴任させてい
ただきました柘植新太郎と申します。脊椎外
科を専門としており、地域医療の一助となれ
ますよう積極的に取り組んでいきたいと考え
ております。宜しくお願い致します。 

整形外科医師  柘植 新太郎 

２０２２年４月より赴任しました整形外科の堤
と申します。上大岡は地元でもあり、このよう
な縁のある場所で働けることをうれしく思いま
す。地域の皆様に貢献できるように励んでまい
りますので、よろしくお願い致します。 

整形外科医師  堤 雄介 

１．人間愛にみちた医療をめざします。 
２．なにより質の良い医療の提供につとめます。 
３．地域に根ざした病院でありつづけます。 

病院理念 

２０２２年４月１日付で入職致しました内科
の斉藤敏彦です。横浜生まれ横浜育ちですが、
茨城で３０年を過ごして８年前に帰浜しまし
た。これから横浜東邦病院の一員として頑
張って参りますので、宜しくお願い致します。 

内科医師  斉藤 敏彦 

２０２２年４月１日から眼科常勤医として赴
任しました山根敬浩と申します。現在は手術
が専門ですが、大学病院や地域中核病院での
診療経験から様々な眼科の疾患にも対応いた
しますので、お気軽にお声がけください。 

眼科医師  山根 敬浩 

一日でも早く病院の一員として患者さんを支
えることができる看護師になれるよう日々勉
強し、患者さんの気持ちに寄り添える看護師
を目指します。よろしくお願い申し上げます。 

看護師代表  峯 優菜 

１１年ぶりに病院の一員として、復帰出来た
ことを大変光栄に思います。理学療法士とし
て、今まで培った経験を病院に還元し、横浜
東邦病院が地域社会からさらに信頼され貢献
出来るよう努めていきます。 

理学療法士代表  友景 史隆 

入職し日々新しいことや不安な事が沢山あり
ますが、笑顔を忘れず信頼される職員を目指
していきたいと思いますのでご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願い申し上げます。 

医事部代表  小林 和樹 

“継続は力なり”という言葉を信念に、何事も
真摯に取り組めるのが私の特技です。 
美味しく安全な食事の提供を通して患者様に笑
顔と健康をお届けできるよう努めて参ります。 

栄養科代表  増田 望美 

２０２２年度新入職員 入職式 

つげ   しんたろう つつみ ゆうすけ 

さいとう としひこ やまね  たかひろ 

みね  ゆうな 

ともかげ ふみたか 

こばやし かずき 

ますだ  のぞみ 
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事務部・薬剤部人事のお知らせ 

永年勤続表彰 

ウクライナ募金に関するご報告 

４月１７日に当院は創立４３周年を迎え、
永年勤続表彰を行いました。 
記念式典は控えさせていただきましたが、
これまで当院を支えてくださった皆様に 
この場をお借りしてお礼申し上げます。 
 

医局長が交代しました 

令和４年４月１日より、当院の医局
長に齋藤 敬医師が就任しました。 

齋藤 敬医師 

ウクライナ各地で激化している戦闘により、大きな
被害が報告されています。 
当院では、人道支援の一助として、救援金の募金活
動をさせて頂き、 

おかげさまで ３１４,１０３円 
のご支援をお預かりいたしました。 
この度、神奈川新聞を通じて、日本赤十字社「ウク
ライナ人道危機救援金」に全額寄付させて頂きまし
たので、ご報告させて頂きます。 
ご支援を頂きました皆様にこの場をお借りして御礼
申し上げます。 
ありがとうございました。 
 

当院では、感染予防
の取組みとして、食
事中の黙食の徹底を
はじめとした様々な
感染対策を行ってお
ります。 
新たな変異株が広が
り続ける中、感染症
拡大防止のため、 
引き続き病院一丸と
なって対策に取り組
んでまいります。 

神奈川新聞（2022年4月13日付）より 

当院は本年4月17日で開設43年となりました。 
私はこれまでいくつかの病院で経験を重ね、 
今年で通算病院勤務年数が43年となりました。 
思えば当院開設と同時期に私の病院での勤務が
始まったというご縁を得たことに感謝し、 
今後ともこの地域で愛される病院を創って参り
たいと思います。 

事務長 真島 紳一 
まじま  しんいち 

入職して２カ月がたちました。 
コロナ禍・災害・システム対策など、 
日々、医療機関勤務の緊張感を感じております。 
開院来の「開かれた病院」「３６５日診療」と
いう理念・方針を大切にし、努力して参ります。 

経営企画本部長 吉岡 力 
よしおか つとむ 

長い間調剤薬局に勤務していたため、病院で
の仕事がすごく久しぶりです。分からないこ
とばかりでご迷惑をお掛けすると思いますが
一日も早く仕事に慣れ、頼れる薬剤師になれ
るように日々努力したいと思います。どうぞ
よろしくお願い致します。 

薬剤部 廣田 史絵 
ひろた  ふみえ 

今までの病院薬剤師としての知識と経験を生
かし、皆様と協力しながら質の良い医療を提
供していきたいと思います。何かと至らない
点もあるかとは存じますが今後ともよろしく
お願い致します。 

薬剤部 小宮 潮美 
こみや  しおみ 

当院の感染予防への取組み 
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新型コロナワクチン３回目のご案内 

＜対象者＞ 

・１５歳以上 

・３回目接種券をお持ちの方 

・定期受診されている方 

・当院で１回目、２回目コロナワクチン接種

を受けた方 

 

＜予約受付日時＞ 

・月曜日～金曜日（祝日を除く） 

①１４～１７時    ②１８～２０時 

・予約について 

⇒電話での予約は行っておりません 

１番受付にお申し出ください 

予防接種済証と３回目接種券を持参し、受付

にご提出願います 

登録医（院外副院長）のご紹介 

松本医院 
〒233-0008 横浜市港南区最戸1-14-31 1階 
内科・胃腸内科・内視鏡内科 
☎：045-285-4272 
院長：松本 慧徳先生 

オンライン面会のご案内 

当院では、入院患者様とご家
族の皆様の不安を軽減するた
め、少しでも面会の機会を設
けられるよう、テレビ電話を
利用した面会サービスを行っ
ております。 
面会を行った患者様、ご家族
様ともに「顔が見れて嬉し
い」「画面越しでも会えて良
かった」とご好評の声をいた
だいております。 
どうぞお気軽にお申し付けく
ださい。 

これから旬を迎える「初鰹」。 
鰹には鉄分やDHA、筋肉を構成
するバリンやロイシンというアミノ
酸が多く入っています。 
また、鉄分はビタミンCと一緒に摂
ることで吸収率も上がることから、
レモン汁と一緒に摂取することが
ポイントになります。 
ヨーグルト由来の乳酸菌と良質な
たんぱく質より、季節の変わり目
に負けない身体作りをしましょう♪ 

【 材料（1人分） 】 
・鰹100g 
・お好みの野菜 
   ヨーグルト大さじ1、塩少々 
   クリームチーズ15g 
   レモン汁小さじ1/2 
   オリーブオイル小さじ1/2 
   おろしにんにく適量 
 
 
 

【 栄養量（鰹＋ソース/1人分） 】 

エネルギー197kcal 

蛋白質27.7g 

カルシウム40mg 

食塩相当量0.5g 

 

 

 

栄養科 
だより 

＜お問い合わせ先＞ 
TEL：080-7696-2875 
面会担当：事務部 免田 
電話受付時間 
月～金 
９：００～１７：００ 

のぼり旗掲出訓練のご紹介 

横浜市では、災害発生時に病
院、診療所、薬局等の医療機
関が開設された場合に「診療
中」「開局中」の旗を掲出す
ることになっています。 
 
その旗の掲出訓練を年に数回
行っております。 
病院スタッフはいざという時
にすぐ旗を掲出できるように、
近隣の方々には旗の存在と意
味を知ってもらえる機会にな
りますので、この訓練には積
極的に参加しております。 

旬の食材で免疫力をあげよう！ 
初カツオのカルパッチョ 

【 作り方 】 
①Aの材料をすべて混ぜる。 
②カツオを薄くスライスし、お好みの野菜
と一緒に皿に盛る。 
③②の上から①をかける。 

A 


